
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
底板の周辺に周壁を立ち上げて成るコンクリート製の枡形器体の内部を該枡形器体と一体
にコンクリート成形した隔壁によって縦又は／及び横に仕切り上方に開放せる複数の隔室
を形成し、該各隔室内に植生材を被包体で被包した植生マットを夫々嵌装し、該植生マッ
トは膨潤性を有し、該膨潤により植生マットを上記隔室内面に密着せしめると共に各隔室
の開放面 盛り上げる構成を有

ことを特徴とする施工面覆工用植生ブロック。
【請求項２】

【請求項３】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は河川や道路の傾斜面、平地面や平屋根等の施工面の覆工目的を達成しつつ緑化目
的をも適切に達成し得るようにした施工面覆工用植生ブロックに関する。
【０００２】
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を超えて し、上記枡形器体の上面に上記各隔室の開放面を覆
うネットを張設した

上記ネットの周縁部を枡形器体周壁の周囲外側面に締結したことを特徴とする請求項１記
載の施工面覆工用植生ブロック。

上記ネットの中央部を枡形器体隔壁の上面に締結したことを特徴とする請求項１記載の施
工面覆工用植生ブロック。



【従来の技術】
実開平５－４０４４５号は、底板の周辺に周壁を立ち上げて成るコンクリート製の枡形器
体の内部を該枡形器体と一体にコンクリート成形した隔壁によって縦横に仕切って上方に
開放せる複数の隔室を形成し、該各隔室内に植生土壌に軽量骨材や肥料分と共に芝生の種
を保有せしめた植生マットを夫々嵌装し、枡形器体の各隔室の底板に水抜き孔を設け、該
水抜き孔に網状シートを設けた施工面覆工用植生ブロックを開示している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
而して上記施工面覆工用植生ブロックにおいては、多量の雨水により上記植生マットが容
易に崩壊してその組成分（土壌や種）が流出してしまい、所期の緑化目的を達成し難い問
題を有している。
【０００４】
又このマット組成分の流出を防止すべく上記隔室の開放面に達しない薄いマットを嵌装す
ると、開放面からのある程度の流出を抑止できるが、芝生等の生育が隔壁により邪魔され
、枡形器体の隔壁を覆う（隠蔽する）充分な成長が望み難い問題を有している。
【０００５】
又水抜き孔からも上記流出を招来し、水抜き孔に設けた網状シートではこの流出を充分に
防止難い。
【０００６】
又日照りが続くと枡形器体の底板が厚く存在するために地面からの吸水が困難となり、芝
生等の植生枯れを来し緑化目的を減殺する問題を有している。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記問題を適切に解決する施工面覆工用植生ブロックを提供するものである。
【０００８】
この施工面覆工用植生ブロックは上記各隔室内に植生材を被包体で被包した植生マットを
嵌装する。更に該植生マットに膨潤性を付与し、該膨潤により植生マットを上記隔室内面
に密着せしめると共に各隔室の開放面に向け盛り上げる構成である。
【０００９】
上記植生マット内の植生材（土壌又は土壌と種）は被包体で保護したことと、水分を含む
と膨張する、所謂膨潤性を付与して隔室内面に密着せしめる構成との相乗作用により、雨
水による前記植生材の流出を的確に防止する。むしろ雨水によって隔室内の保持効果が向
上される。よって緑化目的を適切に達成する。
【００１０】
又上記植生マットは膨潤により上記隔室の開放面に向け盛り上がり、好ましくは開放面を
超えて盛り上がる構成にして、芝生等の枡形器体の隔壁を覆う（隠蔽する）充分な成長を
促す。
【００１１】
又上記流出防止手段として、上記枡形器体の上面に上記各隔室の開放面を覆うネットを張
設し、上記流出防止効果を向上する。又このネットの網目を通して芝生等の成長を促し、
美麗な緑化面を形成する。

【００１２】
又日照りが続く場合の吸水手段として、上記枡形器体の各隔室の底板に水抜き孔を設け、
該水抜き孔を吸水性を有する吸水栓で密栓し、該吸水栓を介して地面から隔室内へ水分を
浸潤せしめる構成とした。
【００１３】
又雨水や散水による膨潤を的確に促す手段として、上記植生マット内に澱粉又は／及びセ
ルロースを混入し、速やかなる膨潤を促して隔室内面への密着とその開放面への盛り上が
りを促す構成とした。
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上記ネットはその周縁部を枡形器体周壁の周囲外側面に締結す
る。又ネットの中央部を枡形器体隔壁の上面に締結する。



【００１４】
上記植生マット内にはゼオライトに代表される多孔質性鉱物粒子を混入し、重量を付加す
ると共に、芝生等の生育に有効な微生物（バクテリア）の活性なる繁殖を促す構成とした
。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施形態を図１乃至図１１に基づいて説明する。１はコンクリート製の枡形
器体であり、図１，図２に示すように、該枡形器体１は底板２の周辺に周壁３を環状に立
ち上げ、該周壁３の内部、即ち枡形器体１の内部を隔壁４によって縦又は／及び横に仕切
り、上方に開放せる複数の隔室５を形成する。周壁３及び底板２と隔壁４とは一体コンク
リート成形構造とする。
【００１６】
図３，図４に示すように、上記各隔室５内に植生材６を被包体７で被包した植生マット８
を嵌装する。該植生マット８に膨潤性を付与し、該膨潤により植生マット８を上記隔室４
内面に密着せしめると共に、各隔室４の開放面９に向け盛り上がる構成を付与する。
【００１７】
図１０に示すように、上記植生マット８は種子を含有しない植生土壌（植生材６）、又は
種子を含有する植生土壌（植生材６）を通気通水性を有する被包体７で被包して成る。例
えば植物繊維の不織布から成る被包体７、又は紙にて形成した被包体７で植生土壌（植生
材６）を被包する。この植生マット８の被包体７には多数の貫通孔１０を設ける。
【００１８】
上記植生マット８はプレスにて圧縮し厚みを減殺した圧縮マットであり、この圧縮により
水を含むと復元し、所謂膨潤する。この雨水や散水による膨潤を助長する手段として膨潤
材を混入する。好ましい例示として上記植生マット８内に澱粉又は／及びセルロース（高
分子多糖類）を混入する。
【００１９】
例えばヤシの実繊維やパルプ繊維の絡綜体にて上記被包体７を形成し、同被包体７にて被
包される植生材６内に同絡綜体を混入し、全体を圧縮する。これによって植生マット８は
水を含むと復元（膨潤）し、膨潤性が付与される。
【００２０】
又上記澱粉は水分を速やかに吸収し、速やかに膨潤し適性であり、澱粉とヤシの実繊維や
パルプ繊維等の植物繊維は生分解性を有し公害の原因を作らない。
【００２１】
図８に示すように、上記圧縮と膨潤材は速やかなる膨潤性を付与し、速やかなる隔室５内
面への密着とその開放面９への盛り上がりを促す。上記被包体７は最終的には崩壊し分解
する。
【００２２】
再述すると、上記植生マット８内の植生材６（土壌又は土壌と種）は被包体７で保護した
ことと、水分を含むと膨張する、所謂膨潤性を付与して隔室５内面に密着せしめる構成と
の相乗作用により、雨水による前記植生材６の流出を的確に防止し、緑化目的を適切に達
成する。
【００２３】
又前記の通り図８に示すように、上記植生マット８は含水すると膨潤し、該膨潤により上
記隔室５の開放面９に向け盛り上がり、好ましくは開放面９を超えて盛り上がる構成にし
て、芝生等の枡形器体１の隔壁４を覆う（隠蔽する）充分な成長を促す。
【００２４】
上記植生マット８内にはゼオライト又は蛭石等に代表される多孔質性鉱物粒子２１を混入
する。該多孔質性鉱物粒子２１によって植生マット８に重量を付加すると共に、芝生等の
生育に有効な微生物（バクテリア）の活性なる繁殖を促す構成とする。ゼオライトは入手
性や経済性から有効である。
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【００２５】
図５，図６，図７に示すように、上記植生材６の流出防止手段として、上記枡形器体１の
上面に上記各隔室５の開放面９を覆うネット１１を張設し、上記流出防止効果を向上する
。
【００２６】
このネット１１は網目を通しての日照を確保し、この網目を通して芝生等の成長を促し、
美麗な緑化面を形成する。
【００２７】
合成樹脂製又は金属製のネット１１は枡形器体１の上面を覆い、更に該ネット１１の周縁
部を周壁３の周囲外側面に巻き込み、該周壁３の周囲外側面に環状のバンド掛け溝１２を
形成し、該バンド掛け溝１２においてバンド１３による締結を行う。
【００２８】
更に図５に示すように、隔壁４の上面、例えば縦隔壁４と横隔壁４が交差する交差部の上
面、即ち枡形器体１の中央部に凹所１４を形成し、該凹所１４の底面に雌ねじ孔１５を設
け、上記ネット１１の適所、例えば中央部を凹所１４内に嵌合した押さえ板１６にて押さ
えつつ、該押さえ板１６の中央部に設けた貫通孔を介して上記雌ねじ孔１５にボルト１７
を螺合し、押さえ板１６と凹所１４の底面との間にネット１１を締結する。
【００２９】
又図４Ａや図７に示すように、日照りが続く場合の吸水手段として、上記枡形器体の各隔
室の底板に水抜き孔１８を設け、該水抜き孔１８を吸水性を有する吸水栓１９で密栓し、
該吸水栓１９を介して地面から隔室５内へ水分を浸潤せしめる構成とする。
【００３０】
又図４Ｂに示すように、上記周壁３及び隔壁４の上端に隔室５内へ突出する係止壁２４を
環状に設け、即ち各隔室５の開放面９に環状の係止壁２４を設け、該係止壁２４を上記植
生マット８の上面縁部に係合せしめ、備蓄時や運搬時におけるマット８の脱落を防止する
。又はマット８をモルタル等の接着材を介して隔室５底面に仮付けしておく。上記係止壁
２４は雨水による植生材６の流出を防止する効果も発揮する。
【００３１】
上記吸水栓１９として図１１Ａに示すように、種子を含有しない植生材６（植生土壌）を
植物繊維の絡綜体から成る被包体２０にて被包した構造のものを用いる。又は上記吸水栓
１９として図１１Ｂに示すように、植物繊維の絡綜体を圧縮成形したものを用いる。
【００３２】
上記吸水栓１９は何れも毛管現象による吸水作用を有し、地面から水分を吸収して各隔室
５内へ誘水し、隔室５内の植生マット８に水分を供給する。又この吸水栓１９は水抜き孔
１８からの植生材６（植生土壌や種子）の流出を有効に防止する。同時にこの吸水栓１９
は生育した植物の根張り、地面への根張りを助長する。
【００３３】
上記方形の枡形器体１の四コーナー部外側面にはリング２２をコンクリートに埋め込み、
河川や道路の傾斜面、平地面や平屋根等の施工面にこの方形の枡形器体１を縦横に並設し
て覆工し、このリング２２に連結具２３を通して四つの隣接する枡形器体１を各コーナー
部において結合する。よって施工面の全面に多数の施工面覆工用植生ブロックを敷設して
覆工し、健全なる緑化を促す。
【図面の簡単な説明】
【図１】施工面覆工用植生ブロックを形成する枡形器体に植生マットを嵌装していない状
態を以って示す平面図。
【図２】同断面図。
【図３】施工面覆工用植生ブロックを形成する枡形器体に植生マットを嵌装した状態を以
って示す平面図。
【図４】Ａは同断面図であり、Ｂはマット脱落防止用の係止壁を設けた場合を示す同断面
図。
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【図５】上記施工面覆工用植生ブロックを形成する枡形器体にネットを覆設する場合の同
器体の平面図。
【図６】上記施工面覆工用植生ブロックを形成する枡形器体にネットを覆設した状態を示
す平面図。
【図７】図６におけるＡ－Ａ線断面図。
【図８】枡形器体の隔室内における植生マットの膨潤状態を説明する断面図。
【図９】施工面覆工用植生ブロックの連結構造を示す斜視図。
【図１０】上記植生マットの断面図。
【図１１】Ａは上記隔室底板に設けた水抜き孔の吸水栓の一例を示す断面図、Ｂは同他例
を示す断面図。
【符号の説明】
１…枡形器体、２…底板、３…周壁、４…隔壁、５…隔室、６…植生材、７…被包体、８
…植生マット、９…開放面、１０…貫通孔、１１…ネット、１２…バンド掛け溝、１３…
バンド、１４…凹所、１５…雌ねじ孔、１６…押さえ板、１７…ボルト、１８…水抜き孔
、１９…吸水栓、２０…被包体、２１…多孔質性鉱物粒子、２２…リング、２３…連結具
、２４…係止壁
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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